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２）結果

エタノールによる土壌還元消毒と木質系活性炭の土壌混和併用により、改植後のモモ苗の生育が良くなり

ました（図 3）。また、エタノールの有効な処理時期を検討した結果、8～ 9月上旬の気温が高い時期に処理

するほど効果が高いことがわかりました（図 4）。

また、前作のモモの根をできるだけ取り除く

ことで、エタノール・木質系活性炭の処理効果

が高まりました（図 5）。

３．おわりに
モモの連作障害の原因については、未だに十

分に明らかになっていませんが、これまでの研

究から、根の伸長を抑制する生育阻害物質の蓄

積、土壌病害虫、土壌の化学性・生物性の悪化

などが原因とされ、さらにそれらが絡み合って

発生していると考えられます。

本研究からエタノールを利用した土壌還元消

毒を行い、さらに苗木定植時に土壌中の生育阻

害物質をよく吸着する木質系活性炭粉末を土壌

混和することで、改植後の苗木の生育が促進されることが明らかになりました。

本技術は、処理時期が高温時に限定されるため、モモ老木樹の伐採や資材の準備等を事前に計画的に行う

必要がありますが、客土等の実施が難しい園地では有効な対策技術になると考えます。

すでに、技術マニュアルも作成しておりますので、資材等の詳細については当研究所まで直接お問い合わ

せいただけたらと思います。

図3　エタノール・木質系活性炭併用
　　　処理した苗木の生育
　　　（定植1年目7月）
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２）結果  

ࡕࡕールによる࿯ფㆶరᶖᲥとᧁ⾰♽ᵴᕈ὇の࿯ფᷙ和૬用により、ᡷ植ᓟのࡁ࠲ࠛ

苗の↢育が良くなりました（図 3）。また、ࠛ 、ールの᦭効な処理時期を検討した結果ࡁ࠲

8～9月上ᣨの᳇温が高い時期に処理する߶ߤ効果が高いことがわかりました（図 4）。 

 

また、前૞のࡕࡕのᩮをできるߛ

けขり㒰くことで、ࠛࡁ࠲ール࡮ᧁ

⾰♽ᵴᕈ὇の処理効果が高まりまし

た（図 5）。 
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、のㅪ૞㓚ኂのේ࿃についてはࡕࡕ 

ᧂߛにච分に明らかになっていまߖ

んが、これまでの研究から、ᩮのિ

長をᛥ೙する↢育㒖ኂ‛⾰の⫾Ⓧ、࿯ფ∛ኂ⯻、࿯ფの化ቇᕈ࡮↢‛ᕈのᖡ化なߤがේ

࿃とされ、さらにそれらが⛊み合って発↢していると⠨߃られます。 

 本研究からࠛࡁ࠲ールを利用した࿯ფㆶరᶖᲥを行い、さらに苗ᧁ定植時に࿯ფਛの

↢育㒖ኂ‛⾰をよくๆ⌕するᧁ⾰♽ᵴᕈ὇☳ᧃを࿯ფᷙ和することで、ᡷ植ᓟの苗ᧁの

↢育が促進されることが明らかになりました。 

本技術は、処理時期が高温時に限定されるため、ࡕࡕ⠧ᧁ᮸のબណや資᧚のḰ備等を
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図5　残根の有無と苗木の新梢長
　　　（エタノール・木質系活性炭併用、
　　　定植１年目11月）
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２）結果  

ࡕࡕールによる࿯ფㆶరᶖᲥとᧁ⾰♽ᵴᕈ὇の࿯ფᷙ和૬用により、ᡷ植ᓟのࡁ࠲ࠛ

苗の↢育が良くなりました（図 3）。また、ࠛ 、ールの᦭効な処理時期を検討した結果ࡁ࠲

8～9月上ᣨの᳇温が高い時期に処理する߶ߤ効果が高いことがわかりました（図 4）。 

 

また、前૞のࡕࡕのᩮをできるߛ

けขり㒰くことで、ࠛࡁ࠲ール࡮ᧁ

⾰♽ᵴᕈ὇の処理効果が高まりまし

た（図 5）。 
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、のㅪ૞㓚ኂのේ࿃についてはࡕࡕ 

ᧂߛにච分に明らかになっていまߖ

んが、これまでの研究から、ᩮのિ

長をᛥ೙する↢育㒖ኂ‛⾰の⫾Ⓧ、࿯ფ∛ኂ⯻、࿯ფの化ቇᕈ࡮↢‛ᕈのᖡ化なߤがේ

࿃とされ、さらにそれらが⛊み合って発↢していると⠨߃られます。 

 本研究からࠛࡁ࠲ールを利用した࿯ფㆶరᶖᲥを行い、さらに苗ᧁ定植時に࿯ფਛの

↢育㒖ኂ‛⾰をよくๆ⌕するᧁ⾰♽ᵴᕈ὇☳ᧃを࿯ფᷙ和することで、ᡷ植ᓟの苗ᧁの

↢育が促進されることが明らかになりました。 

本技術は、処理時期が高温時に限定されるため、ࡕࡕ⠧ᧁ᮸のબណや資᧚のḰ備等を

੐前に計↹⊛に行う必要がありますが、ቴ࿯等のታᣉが㔍しい࿦地では᦭効な対╷技術

になると⠨߃ます。 

すでに、技術ࠕࡘ࠾ࡑル߽૞ᚑしておりますので、資᧚等の⹦⚦については当研究ᚲ

まで⋥ធお໧い合わߖいたߛけたらとᕁいます。 
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図4　時期別にエタノール処理した苗木の
　　　乾物重（木質系活性炭併用、定植１
　　　年目11月）
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図5　残根の有無と苗木の新梢長
　　　（エタノール・木質系活性炭併用、
　　　定植１年目11月）
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